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にあたって

博物館で'はなく《県民参加型の博物館をぬぎ

毒 彰熊本県立装飾古墳館長桑毎原
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勾玉づくり－－－ －』
！.;・箇二,bにじにい こふん

一縄文時代～古墳時代(約12，000年前～1 ,300年前)－
さ'ざ

縄文時代に、イノシシやシカなどの牙をペンダント

にするようになりました。このペンダントを、ひすい
へきざよく

や碧玉、ガラスなどでつくったのが勾玉です。
か え

ペンダントにされた動物の牙は、狩りでしとめた獲
もの

物のものだったのでしょう。牙のペンダントは、狩り

で獲物をしとめた記念に身につけたのではないでしょ

うか。
こうらぃせき かつせき やわ

体験学習では 高麗石（滑石）という軟らかい石
みか

をヤスリで磨いて形をつくり、ひもを通してできあがり。

体験学習メニュー

「

じようもんどき

縄文土器づくり‘

－縄文時代（約12,000年前～2,400年前）－
はつくつ

アメリカの動物毒者モースが東京の大森貝塚を発掘
もよう

して、出てきた土器についている模様を「縄文」と名

づけました。縄文土器は日本で初めて登場した土器（や

きもの）で、世界最古の土器でもあります。
に む

土器の発明によって、食べ物を「煮る」「蒸す」こ
しぷくさいおおはば

とができるようになり、食べられる食材が大幅に増え
し唯しfく

ました。特に、縄文時代の主食だったドングリのアク
ぬ ．、トヨょく 1Jつき

抜きに威力を発揮したようです。
お こる 悪わめ

縄文土器には、ひもを押しつけながら転がした縄目
かいがら つか

の模様のほか、竹のへらや動物の胃、貝殼などを使って、
お つ

押しつけたり、突いたり、引いたりして、さまざまな
もんよう えが

文様を描き出しています。

体験学習では 縄文時代とほぼ同じつくり方をし
れんど

ています。粘土のひもをつみあげて形をつくり、表面
かけぼ のや

に文様をつけて、3週間ほど陰干ししたあと野焼きで

焼きあげます。
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縄文の布（編布）づくり

－縄文時代（約12，’－縄文時代（約12，0

三

00年前～2,400年前）－
しよくぶつ せんい

編布とは、植物の繊維をより合わせた糸やひもを、
あ いの

からませるようにして編んだ布のことで、ふつうは「あ

みぬの」とも呼ばれています。縄文時代の終わりごろ
いせさ ljば あ もの

の這跡からは、幅5cmくらいの編み物が見つかってい

ます。
しきもの

縄文時代の編み物は、土器をつくるときの敷物にし
つっ

たり、大事なものを包むことに使われていたようです。

体験学習では 縄文時代の編み物づくりの方法は

よく分かっていませんが、今のスダレのような編み方
た

をしているようです。編み台に数十本のたてひもを垂

らし、よこひもにたてひもを一本ずつからませて編み、

これをくりかえしてコースターなどを編みます。
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ドングリクッキーづくり

一縄文時代（約12,’一縄文時代（約12‘000年前～2,400年前）－
ひ応うげさ

およそ1万年前に氷河期が終わって、地球上は今とほ
きこう ゆに

ぼ同じ気候になり、日本は豊かな森におおわれました。
〃、 郷う ．』よく,わごいぜi3う

狩り・漁のほか、植物採集をしてくらしていた縄文人た
みの

ちは、毎年たくさん実るシイ・カシなどのドングリを、
ぬ

アク抜きして食べていました。その－つに、ドングリの
こな ま

粉と、ヤマイモや動物の肉などを混ぜて焼きあげた「ド

ングリクッキー」がありました。
たれ かんたん はぞん

木の実は、誰でも簡単に集められますし、保存してお
えいようめん ほうふ

けばいつでも食べられます。栄薑面でもカロリーが二三
・,，》 ,_,ぶく

で、ドングリは縄文時代の主食だったと考えられていま

す。
こむざ

体験学習では アク抜きしたドングリの粉と、小麦
こ ﾞ旨暴ご さとう ね いしゃ

粉・卵・砂糖・クルミなどを練り合わせ、石焼きして焼
あま

きあげます。縄文時代より甘くておいしい味つけになっ

ているでしょう。
と■／／

あかごめ

赤米づくり‘
やくl,し

一弥生時代～（約2,400年前～）一
言よ=せ,きはんとう

朝鮮半島から日本に米づくりが伝わって、弥生時代が
のうぐ ようすいろ すいでん

始まります。木でつくった晨具を使って、用水路や水田
たう L‘_,詞ろよう か と

をつくり、田植えをし、草をぬき、石包丁で刈り取り、
うす ざね た-ﾌL二く に

臼と杵で脱穀して、今と同じように炊いて食べていまし

た。
ぃなさく あん

稲作で食料をつくるようになって、生活はいっそう安
てい しく 1Jったつ

定しました。また、社会の仕組みも発達して、人々の間
おさ

に身分の上下が生まれ、いくつかの村を治めるリーダー

（王）も現れました。

最初に日本に伝わったお米は、何種類かあったようで
つぶ

すが、粒が長くて赤黒い種類が多かったと考えられてい
世亀|鄙ん

ます。今の赤飯は、この赤米がルーツではないかといわ

れています。
かおうまちしrpさ1

体験学習では 鹿央町主催の「古代の赤米づくり」
いつかん さ侭うさい

を、体験堂習の一環として共催しています。6月に田植
もら

え、11月に稲刈りをし、赤米のご飯や餅をつくります。

そ もの

染め物づくり．

－弥生時代～（約2,400年前～）－
あさ さぬ ふく き

弥生人たちは麻や絹で服をつくって着ていましたが、
鞠の

同時に、糸や布を染めて色をつけるおしゃれも始まりま
おり．E』の せんしよく

した。古墳時代になると、朝鮮半島から織物や染色の高
きjnつ

い技術が伝わり、染め物づくりもさらに発達したようで

す。
にじる くさ醤

古代の染め物は、植物の根や葉の煮汁で染める「草木

〆
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芒 あい こん

染め」で、およそ1,400年前ごろには藍染め（青紺色）
あむ､穂

や茜染め（赤）が行われていたようです。
めん

体験学習では 絹綿麻のハンカチなどを、キハ
もも

ダ（黄色） クリのいが（茶色） アカネの根（桃色）
に

などの煮汁で煮て、水で洗い、これを23回くりかえ
かわ

して染めた布を乾かします。絹布はよく染まって、きれ
しあ

いに仕上がります。

こだいかいがきょうしつ

古代絵画教室

一古墳時代（約1,700年前～1‘400年前）－
号弓しょくこふん へきが えが かいが

装飾古墳の壁画は、絵の具で描かれた日本最初の絵画
ぶき

です。○や△などの文様のほか、武器・人馬・船など

を、赤・青・黄・緑・白・黒の絵の具を使って描いてい

ます。

装飾古墳は九州地方に多いので、朝鮮半島の装飾古墳
えLささ旱

の影響を受けてつくられたと考えられています。古墳に
I息うむ ねむ あくりょう よ

葬られた死者の安らかな眠りのため、悪霊などが寄りつ

かないようにするために、壁画が描かれたのでしょう。

体験学習では 初めに赤色ベンガラづくりをします。
てつぶん ふく おうど さんか

鉄分を三んだ黄土を焼いていくと、鉄分が酸化して赤色
あそようがん せきばん

に変わっていきます。そして、阿蘇溶岩の石板をキャン
ぃわ

バスにして、岩絵の具（ベンガラ）を使って、装飾古墳

の壁画を描くように絵を描きます。
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陶器づくり、
農ら

一奈良時代～（約1,300年前～）一
かま

「陶器」とは、トンネルのような窯の中で1,000℃以
ゆうやく

上の高温で焼いた土器のことで、ふつうは釉薬（うわぐ

すり）をかけて焼きあげます。釉薬をかけて焼くと、釉
かた じょうぶ も

薬が硬く焼きしまって丈夫になり、水を入れても漏れな

いようになります。また、表面をいろんな色で美しくか

ざることができます。
すえき

古墳時代に、窯を使って硬く焼きあげる「須恵器」づ

くりの技術が朝鮮半島から伝わり、奈良時代になると、
ぬ

釉薬を塗ってきれいな色の模様をつけた陶器がつくられ
へいあん

るようになりました。そして平安時代（794～1192年）
望とやき しがらさやさ

の終わりごろに、瀬戸焼や信楽焼など、今に続く焼きも

のができあがります。
かいてんたい

体験学習では 回転台などを使って土器を形づくり、
§や

窯で素焼きをしたあと、釉薬を塗って本焼きします。素

焼きは約600℃、本焼きは約1，300℃まで温度を上げま

す。
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体験学習会の歩み

当館は､従来のただ｢見せる｣だけの博物館ではなく、｢県民参加型｣の博物館をめざし､そ

の具体策として､原始･古代の衣･食住に関するテーマを取り上げた体験学習事業を､平成

4(1992)年のオーブン当初から実施してきました。

今日の博物館では､何らかの体験学習が当たり前のように行われていますが､当時は全

国でもほとんど類例がなく､体験学習の事業化にあたっては､学芸員が知恵をしぼって試

行錯誤を繰り返しました。

体験学習メニューについては､11家族(親子)で楽しめる､(2)自然に(身近に)ある材料を

使う、③可能な限り当時の技術に近づける､という観点で開発し､原始古代文化に楽しく

親しみ学習できる内容となっています。

当初のメニューは､装飾古墳壁画のようにベンガラで石板に絵を描く｢古代絵画教室｣と、

ドングリの粉で縄文時代の｢クッキー｣を焼いて試食する「ドングリクッキーづくり｣の2

つを柱に出発しました｡その後､平成6(1994)年度に､現在もっともポピュラーなメニュー

になっている｢勾玉づくり｣と､鹿央町の事業に共催した｢古代の赤米づくり｣を､7年度に

は野焼きで土器を焼き上げる｢縄文土器づくり｣を､10年度には草木染めの｢染め物づくり」

を追加してきました｡また､壹休みに1泊2日で体験学習を行う｢古代体験キャンプ｣を9

年度から開催し､毎年盛況を博しています。

開催日については､学校週5日制に対応して当初は毎月第2土曜日に開催していまし

たが､平成7年度からは第4土曜日も加えて毎月2回実施しています(学校週ら日制に伴

う体験堂習会)｡一方､6年度からは、任意の日に来館する小学校などの団体に対しても体

験学習会の開催を始め(別途実施の体験專習会)､7年度には遠隔地に出張して現地で体験

体験

これ

透

） 諏識鞘掌譽≦九／~臺諾書零
12回(古墳めぐりハイキング､古代のご飯､ドングリクッキー）

2回(古代絵画教室）

|平成6(1994)年度
・メニューに｢古代のペンダントづくり｣(勾玉づくり)を追加

古代の赤米づくり｣を体験学習の一環として共催

小営校など)への体験学習の実施を始める(別途実施の体験学習会）

に伴う体験学習会9回(勾玉、ドングリクッキー）

験学習会 4回(考古学教室古代絵画教室､勾玉）

験学習会 8回(勾玉）

代の赤米づくり 2回

---護鬘篶諜謹菫
古代の赤米づくり

べ人数626人



|平成7（1995)年度

体験写習会を毎月第2土曜日に加えて第4土曜日にも開催

・遠隔地の小堂校などへの体験学習出張講座を始める

.メニューに｢縄文土器.楽焼づくり｣を追加し､陶芸家の五鴫竜山氏を講師として開催。
毒校週5日制に伴う体験学習会 ’5回(勾玉、古代服､古代のご飯､縄文土器･楽焼ドングリクッキー）

薑休み特別体験学習会 2回(古代絵画教室）

別途実施の体験学習会 4回(勾玉、ドングリクッキー）

体験学習出張講座 2回(勾玉）

共催事業古代の赤米づくり 2回

参加者のべ人数 1,096人

l平成8(1996)年度

学校週5日制に伴う体験学習会

壹休み特別体験堂習会

別途実施の体験学習会

体験学習出張講座

共催事業古代の赤米づくり

参加者のべ人数832人

縄文土器･楽焼、ドングリクッキー）14回(勾玉､古代のご飯

2回(古代絵画教室）

1回(勾玉）

1回(勾玉）

2回

平成9(1997)年度

メニューに、1泊2日で体験学習を行う「古代体験キャンプ」を追加

学校週ら日制に伴う体験学習会 17回（勾玉、縄文土器陶器、ドングリクッキー）

夏休み特別体験学習会 4回（古代体験キャンプ古代絵画教室）

体験專習出張講座 11回（勾玉）

共催事業古代の赤米づくり 2回

参加者のべ人数 1，411人

古代のご飯づくりに挑戦(平成6年）

I平成10(1998)年度

・メニューに｢古代の染め物づくり｣を追加

学校週ら日制に伴う体験学習会16回(勾玉染め物､縄文土器陶器､ドングリクッキー）

夏休み特別体験堂習会 3回(古代体験キャンプ､古代絵画教室）

別途実施の体験学習会 8回(勾玉）

体験学習出張講座 7回(勾玉）

共催事業古代の赤米づくり 2回

参加者のべ人数1,758人

l平成11（1999)年度

･｢染め物づくり｣を織物染色研究家の古閑直子氏を講師として開催

毒校週5日制に伴う体験学習会 16回(勾玉､染め物､縄文土器陶器、ドングリクッキー）

薑休み特別体験学習会 3回(古代体験キャンプ古代絵画教室）

別途実施の体験学習会 20回(勾玉､古代体験キャンプ､古代のご飯）

体験学習出張講座 7回(勾玉）

共催事業古代の赤米づくり 2回

参加者のべ人数2,637人 古代体験キャンプ(平成11年）

|平成12(2000)年度

学校週ら日制に伴う体験学習会

臺休み特別体験学習会

別途実施の体験学習会

体験学習出張講座

共催事業古代の赤米づくり

参加者のべ人数7,404人

19回(勾玉､染め物縄文土器､陶器ドングリクッキー）

3回(古代体験キャンプ､古代絵画教室）

62回(勾玉、ドングリクッキー､縄文土器）

17回(勾玉、ドングリクッキー）
2回

|平成13(2001)年度

メニューに｢縄文の布(編布)づくり｣･｢土偶土面づくり｣｢縄文時代の食体験｣.｢古代人の食体験｣を追加｡また､古墳見学
や体験メニューなどを終日体験する1日体験教室｢古代たんけん隊｣(計4回)を設定｡体験毒習事業全体を大幅に拡大。

定期体験教室22回(勾玉づくり､縄文の布づくり､染め物づくり､古代体験キャンプ､古代絵画教室縄文土器土偶.土
面づくり､縄文食づくり､陶器づくり、ドングリクッキーづくり､火おこし､古代食づくり）



これからの体験学習会

当館が体験学習会を始めて10年目を迎えた今年度は、新メニューとして「縄
、ﾁﾝん．ごA ､どぐう 3－‘めん

文の布編布づくり」 「土偶・士面づくり」・「縄文時代・古代人の食体験」

を追加し、また、いくつかのメニューを終日体験する1日体験教室「古代たん

けん隊」を4回設定して、内容を大幅に拡大して開催しています。

最初に述べたように、体験学習会は小中学生の親吾を対象に、学校週5日

制にあわせて開催していました。この方針は現在も変わっていませんが、毎月

第2．4土曜日の開催日以外に、小・中学校の団体から体験学習の開催希望が

増えたため、平成6(1994)年度から「別途実施の体験学習会」を、7年度から

「出張講座」（移動教室）を始めました。こうして、現在の体験專習会は、小

学校を中心とした毒校教育との連携の必要に迫られています。

博物館は社会教育の場であるとともに、学校教育においても有効に機能し

うる文化施設です。学校の先生と博物館の学芸員が連携して、展示の見学や專

芸員による出張講義などを、教育課程の一環として行う例もあります。当館とと_／／
しては、小学校6年生の社会科 (歴史）などと連携し、考古資料の実物を観察

するむかしの技術を実体験する（体験学習）

ことを通して、日本の原始・古代への歴史

認識と理解を促す活動を学校の先生とも

話し合いながら体系化して実施していかな

ければならないでしょう。また来年度か

らは挙校週5日制が完全実施されるのにと

もなって、従来の第24土曜日開催とい

う形態も、発展的に改変しなければならな

いでしょう。

10年という一つの節目を迎え、従来の体

験学習のあり方にとらわれず、新たな体験

学習メニューの研究・開発も含め時代の

要請に応じて新しい試みを続けていきたい

と思います。

学芸課職員による説明（平成12年勾玉づくり）

、
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〃斎一 、
平成13年度前期企画展開館10周年記念

むかしのわざに挑戦一古代体験教室一1本書は、熊本県立装飾古墳館が平成13年7月17日から

同9月2日に開催する、平成13年度前期企画展開館10

周年記念「むかしのわざに挑戦一古代体験教室一」展に

際して発行する解説パンフレットである。

2本書の編集は、当館学芸課江本直の指導により、同

谷口育聖・北原美和子吉里美枝子の協力を得て、林田
登之が行った。
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